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雀
の
子
そ
こ
の
け
／
＼
御
馬
が
通
る

と
思
う
。

は
じ
め
に
ー
再
び
近
世
の
狂
言
に
つ
い
て
1

茂
山
久
蔵
英
政
の
周
辺

ー
近
世
狂
言
へ
の
視
座

（
二
）
ー
|

筆
者
は
先
に
、
近
世
中
後
期
の
京
の
狂
言
師
で
、
現
在
の
茂
山
千
五
郎
家
に
と
っ
て
は
第
八
世
と
さ
れ
る
、
茂
山
久
蔵
英
政
が
書

き
残
し
た
伝
書
ー
『
花
咲
偉
』
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
一
端
を
紹
介
す
る
小
稿
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
今
回
は
、
そ
の
際
に
余

り
詳
し
く
触
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
、
茂
山
久
蔵
英
政
と
い
う
人
物
の
周
辺
の
事
蹟
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
た
い
。
ま

た
、
「
花
咲
偲
』
の
記
事
に
関
連
し
て
も
多
少
補
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
本
稿
で
も
本
論
に
た
ち
入
る
前
に
、
近
世
の
狂

言
に
関
す
る
甚
本
的
視
角
を
些
か
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
前
稿
で
は
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
眼
か
ら
見
て
、
近
世
の
狂
言
を
ど
う

評
価
す
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
申
し
述
べ
た
が
、
本
稿
で
は
同
時
代
的
な
視
点
か
ら
、
視
野
に
入
る
も
の
に
注
目
し
て
お
き
た
い

川

上

孝

也
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言
う
ま
で
も
無
く
、
小
林
一
茶
の
よ
く
知
ら
れ
た
句
で
あ
る
。
「
八
番
日
記
』
の
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
に
詠
ま
れ
、
後
に

「
お
ら
が
春
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
茶
の
研
究
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
句
は
狂
言
「
対
馬
祭
」
の
中
の
「
馬
場

(2) 

退
け
／
＼
、
お
馬
が
参
る
」
と
い
う
科
白
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
対
馬
祭
』
は
現
行
曲
『
千
鳥
』
に
あ
た
る

も
の
で
あ
り
、
「
馬
場
退
け
／
＼
、
お
馬
が
参
る
」
と
は
、
代
金
無
し
に
酒
を
無
心
し
て
来
る
こ
と
を
主
人
か
ら
言
い
つ
け
ら
れ
た

太
郎
冠
者
が
、
対
馬
祭
を
見
物
し
た
時
の
様
子
を
酒
屋
の
主
人
に
再
現
し
て
見
せ
る
場
面
で
の
科
白
で
あ
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
言

え
ば
、
「
馬
場
退
け
／
＼
」
は
太
郎
冠
者
か
ら
求
め
ら
れ
て
、
酒
屋
の
主
人
が
露
払
い
役
を
模
す
る
際
の
言
葉
で
あ
り
、
「
お
馬
が
参

る
」
と
は
、
そ
の
露
払
い
の
後
を
、
太
郎
冠
者
が
擬
す
る
馬
が
ま
か
り
通
る
様
子
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

何
故
こ
こ
で
一
茶
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
年
齢
的
に
多
少
の
ず
れ
は
あ
る
が
、
久
蔵
英
政
が
活
躍
し
た
近
世
中
後
期
の

様
子
を
語
っ
て
も
ら
う
役
割
を
、
筆
者
と
し
て
は
期
待
し
て
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
一
茶
を
代
表
す
る
句
の
内
に
も
当
然
含
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
の
著
名
な
一
句
が
、
狂
言
「
対
馬
祭
」
の
一
節
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
た
と
い
う
見
解
を
裏
付
け
る
手
立
て
は
筆
者
に

は
な
い
が
、
仮
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
茶
は
『
対
馬
祭
」
に
ど
の
よ
う
な
形
で
接
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
八
番
日

記
』
自
体
も
旬
帖
の
形
態
で
あ
り
、
詠
ま
れ
た
句
が
連
綿
と
書
き
連
ね
て
あ
る
ば
か
り
で
、
作
句
の
背
景
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
何
も

記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
諸
研
究
に
あ
る
一
茶
の
年
譜
類
を
見
て
も
、
一
茶
が
特
に
狂
言
を
愛
好
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
こ
そ

「
狂
言
記
』
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
よ
う
な
節
も
ま
ず
窺
え
な
い
。
『
八
番
日
記
』
で
も
、
も
っ
と
仔
細
に
点
検
す
れ
ば
そ
の
答
え

が
見
つ
か
る
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
現
在
の
筆
者
の
手
に
余
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
一
茶
の
作
句
と
狂
言
と
の
関
わ
り
の

可
能
性
を
垣
間
見
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
代
の
狂
言
が
如
何
に
支
配
階
級
以
外
の
庶
民
の
生
活
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か

を
知
る
よ
す
が
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
先
の
小
論
に
お
い
て
筆
者
は
、
近
世
の
狂
言
が
決
し
て
武
家
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
限
ら

れ
た
人
々
の
占
有
物
で
は
な
く
、
広
く
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
申
し
述
べ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
一
例
を
久
蔵
英
政
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と
同
時
代
の
文
芸
の
中
に
見
出
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
お
ら
が
春
」
と
「
八
番
日
記
」
に
は
、

(
5
)
 

と
い
う
句
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
扇
を
か
ざ
し
日
光
を
避
け
な
が
ら
歩
く
姿
を
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
呼

声
』
あ
た
り
の
、
扇
を
開
い
て
顔
の
横
に
か
ざ
し
居
留
守
を
使
う
太
郎
冠
者
や
、
そ
の
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
す
次
郎
冠
者
の
仕
草

が
、
一
茶
の
視
線
の
中
に
は
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

山
の
月
花
盗
人
を
て
ら
し
給
ふ

と
い
う
句
に
も
狂
言
の
曲
名
が
潜
ん
で
い
る
と
、
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
狂
言
『
花
盗
人
』
に
は
漢
詩
や
古
歌
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
曲
趣
と
し
て
は
俳
人
の
好
み
に
相
応
し
い
と
も
言
え
よ
う
。
畢
覚
、
雀
の
句
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
太
郎
冠
者
の
句
に
せ
よ
、
ま

た
、
ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
花
盗
人
の
句
に
せ
よ
、
そ
こ
に
狂
言
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
茶
と
し
て
も
や
は
り
つ
ぶ

さ
に
狂
言
を
眼
前
に
し
な
け
れ
ば
、
句
作
の
契
機
と
は
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
以
上
の

推
論
は
慎
ま
ね
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
そ
こ
に
、
こ
の
時
代
の
狂
言
愛
好
の
相
の
一
端
を
見
て
取
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
理
な
こ
と
で

は
無
い
と
は
言
っ
て
お
こ
う
。

処
で
、
別
の
観
点
か
ら
も
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
「
能
之
訓
蒙
図
彙
』
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
近
世
の
能
楽
の
様
子
を

伝
え
る
基
礎
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
名
に
住
所
が
付
記
し
て
あ
る
の
は
、
能
狂
言
を
習
お
う
と
す
る
素
人
へ
の
ガ
イ
ド
ブ

(
6
)
 

ッ
ク
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
今
日
、
住
所
付
き
で
能
狂
言
関
係
の
役
者
を
網
羅
し
た
類
書
を
目
に
す
る
こ

太
郎
冠
者
ま
が
ひ
に
通
る
扇
か
な

153 茂山久蔵英政の周辺



(
8
)
 

〔
以
上
、
「
薪
能
番
組
」
か
ら
〕

と
は
無
い
。
名
前
の
挙
が
っ
た
狂
言
役
者
は
京
都
で
二
0
名
、
大
坂
で
一
ー
名
を
数
え
る
。
表
面
的
人
数
で
見
る
限
り
は
狂
言
プ
］

ム
と
称
さ
れ
る
今
日
の
状
況
に
匹
敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
盛
況
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
今
さ
ら
弁
じ
た
て
る
必
要
も
無
い
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
の
狂
言
の
広
が
り
は
、
あ
る
い
は
今
日
の
わ
れ
わ

れ
の
想
像
を
超
え
た
も
の
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
、
何
が
し
か
の
可
能
性
を
そ
こ
に
見
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

『
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
』
等
出
演
記
録
か
ら

前
稿
で
も
『
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
」
、
あ
る
い
は
「
南
都
両
神
事
能
資
料
集
」
と
い
っ
た
、
既
に
先
行
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
史
料
か
ら
援
用
し
て
、
茂
山
久
蔵
英
政
に
関
連
す
る
出
演
記
録
の
一
端
を
紹
介
し
た
が
、
本
稿
で
は
改
め
て
、
こ
れ
以
外
の
分
も

含
め
て
関
連
記
録
と
思
し
き
も
の
を
、
目
に
止
ま
る
限
り
で
総
て
書
き
出
し
て
み
た
。
な
お
、
理
解
を
助
け
る
た
め
に
西
暦
年
と
、

久
蔵
英
政
の
動
向
を
理
解
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
の
で
、
『
花
咲
偲
」
に
本
人
が
記
し
た
年
齢
か
ら
逆
算
し
た
、
久
蔵
英
政
出
生
の

年
と
稽
古
始
め
の
年
の
二
項
目
を
補
記
挿
入
し
て
あ
る
。
ま
た
、
典
拠
の
関
係
で
、
正
徳
五
年
と
三
年
に
記
載
順
の
逆
転
し
た
部
分

が
あ
る
こ
と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

正
徳
二
年
（
一
七
―
二
）
二
月
九
日
「
あ
さ
ふ
」
大
蔵
八
右
衛
門

一
三
日
「
三
番
三
」
茂
山
源
右
衛
門

「
い
く
ゐ
」
奥
田
源
四
郎
亭
主
茂
山
源
右
衛
門

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
二
月
九
日
「
か
く
れ
笠
」
増
田
仁
兵
衛
し
う
方
茂
山
源
右
衛
門

一
三
日
「
く
り
や
き
」
茂
山
源
右
衛
門

烏
帽
子
屋
茂
山
源
右
衛
門
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〔
以
上
、
「
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
」
か
ら
〕

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
一
月
ニ
―
日
「
狂
言
舞
」
ォ
モ
茂
山
源
右
衛
門

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
三
月
二
七
日
「
花
折
」
ォ
モ
茂
山
久
蔵

〈
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
久
蔵
英
政
出
生
の
可
能
性
①
〉

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
十
月
二
六
日
「
千
切
木
」
ォ
モ
茂
山
久
蔵
他
二
遠
藤
金
蔵
等

十
月
二
七
日
「
鍋
八
鉢
」
ォ
モ
久
蔵

二
月
二
七
日
「
棒
縛
」
ォ
モ
茂
山
久
蔵

「
河
原
太
郎
」
ォ
モ
久
蔵

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
五
月
一
八
日
「
磁
石
」
ォ
モ
茂
山
久
蔵

〈
同
三
年
（
一
七
五
一
―
-
）
久
蔵
英
政
出
生
の
可
能
性
②
〉

〈
同
四
年
（
一
七
五
四
）
久
蔵
英
政
稽
古
始
め
の
可
能
性
①
〉

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
一
0
月
一
五
日
「
今
参
」
茂
山
久
蔵

「
鏡
」
久
蔵

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
五
月
二
八
日
「
花
盗
人
」
茂
山
久
蔵
他
二
遠
藤
金
蔵

「
餞
頭
」
久
蔵

宝
歴
一
0
年
（
一
七
六
0
)
三
月
一
三
日
「
抜
殻
」
茂
山
久
蔵
金
蔵

「
長
光
」
茂
山
久
蔵

宝
暦
―
一
年
（
一
七
六
一
）
三
月
二
七
日
「
酢
置
」
茂
山
久
蔵

〈
久
蔵
英
政
稽
古
始
め
の
可
能
性
②
〉

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
五
月
一
六
日
「
花
折
」
立
衆
遠
藤
金
蔵
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安
水
元
年
（
一
七
七
―
-
）

文
化
八
年
(
-
八
―
-
）
二
月
九
日

文
化
一
四
年
(
-
八
一
七
）
二
月
七
日

〔
以
上
、
『
南
都
両
神
事
能
資
料
集
」
か
ら
〕

「
萩
大
名
」
茂
山
久
蔵

二
月
一

0
日
「
竹
生
嶋
参
」
茂
山
久
蔵

五
月
三
日

「
財
宝
」
茂
山
久
蔵

「
粟
田
口
」
茂
山
久
蔵

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
三
月
六
日

「
花
子
」
太
郎
冠
者
久
蔵

「
花
折
」
立
衆
久
蔵

「
随
方
角
」
祖
父
茂
山
久
蔵

五
月
九
日

「
名
取
川
」
貞
次
郎

「
い
ろ
は
」
茂
山
清
次
郎

〔
以
上
、
「
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
」
か
ら
〕

源
右
衛
門

(
9
)
 

〔
以
上
、
『
近
世
京
都
等
能
番
組
集
」
か
ら
〕

「
狐
塚
」
ォ
モ
久
蔵

九
月
二
五
日
「
車
僧
間
」
茂
山
久
蔵
ォ
モ
門
治

安
永
二
年
(
-
七
七
三
）
三
月
七
日
「
禰
宜
山
伏
」
茂
山
久
蔵

「
車
僧
間
」
茂
山
久
蔵
ォ
モ
綱
治

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
五
月
二
七
日
「
千
歳
」
茂
山
久
蔵

「
靱
猿
」
猿
引
茂
山
久
蔵

明
和
七
年
（
一
七
七
0
)

三
月
一

0
日
「
今
参
」
茂
山
源
右
衛
門

直
次
郎

源
右
衛
門

156 



こ
こ
で
、
〈
久
蔵
英
政
出
生
の
可
能
性
①
〉
と
〈
稽
古
始
め
の
可
能
性
①
〉
と
し
た
の
は
、
「
花
咲
偲
」
末
尾
に
「
文
化
三
年
春
、

六
十
一
歳
」
と
英
政
本
人
が
記
し
て
い
る
こ
と
と
、
九
歳
の
と
き
に
遠
藤
金
蔵
に
つ
い
て
狂
言
の
稽
古
を
始
め
た
と
し
て
い
る
こ
と

を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
②
の
方
は
祓
文
の
中
で
、
一
五
歳
の
時
に
師
で
あ
る
遠
藤
金
蔵
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
旨
を

書
き
記
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
①
の
方
は
本
人
の
弁
か
ら
そ
の
ま
ま
逆
算
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
分
か
り

易
い
と
言
え
よ
う
が
、
②
の
方
は
少
々
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
遠
藤
金
蔵
の
死
亡
年
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
仮
に
最

後
の
出
演
記
録
が
残
さ
れ
た
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
亡
く
な
っ
た
と
仮
定
し
、
し
か
も
そ
れ
が
英
政
の
師
で
あ
る
遠
藤
金
蔵
で

あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
こ
れ
ら
の
仮
定
が
覆
さ
れ
れ
ば
、
た
ち

(10) 

ま
ち
②
の
方
の
付
記
は
不
確
か
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
。

以
上
が
、
英
政
の
師
で
あ
っ
た
遠
藤
金
蔵
を
含
め
、
『
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
」
そ
の
他
に
見
え
る
茂
山
久
蔵
英
政
周
辺
の
茂
山
姓

の
役
者
に
関
わ
る
出
演
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
先
ず
、
取
り
敢
え
ず
気
が
付
く
こ
と
と
し
て
は
、
前
稿
で
も
申
し
述
べ
た
通

り
、
「
久
蔵
」
を
名
乗
っ
た
役
者
は
英
政
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
茂
山
千
五
郎
家
が
受
け
継
ぐ
「
千
五

郎
」
に
先
立
つ
も
う
―
つ
の
名
跡
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
後
に
改
め
て
触
れ
た
い
と
思
う
が
、

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
一
っ
だ
け
蛇
足
に
な
る
が
、
些
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
を
別
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
三
月
一
六
日
「
蝉
」
権
四
郎
代
り
千
五
郎
ォ
モ
三
宅
三
平

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
一

0
月
五
日
「
麻
生
」
孫
三
郎
千
五
郎
ォ
モ
惣
三
郎

二
六
日
「
博
突
鬼
」
鬼
千
五
郎
ォ
モ
籐
九
郎

と
い
う
『
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
』
に
見
え
る
宝
暦
五
・
六
年
の
「
千
五
郎
」
と
い
う
役
者
の
事
跡
で
あ
る
。
千
五
郎
の
名
前
に
惹
か
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れ
れ
ば
、
現
干
五
郎
家
と
の
繋
が
り
を
想
定
し
て
み
た
い
思
い
に
も
か
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
蹟
の
直
前
の
宝
暦
二

年
に
も
、
あ
る
い
は
直
後
の
同
八
年
に
も
茂
山
家
七
世
と
考
え
ら
れ
る
茂
山
久
蔵
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
る
限
り
、
こ
の
「
千
五

郎
」
に
今
日
の
茂
山
家
に
連
な
り
、
か
つ
同
家
を
代
表
す
る
よ
う
な
役
者
を
想
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
演
目
の
「
蝉
」
、
あ
る

い
は
「
博
突
鬼
」
と
い
っ
た
演
目
は
こ
の
時
期
、
基
本
的
に
和
泉
流
の
演
目
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
共
演
者
の
三
宅
三
平
や

惣
三
郎
・
藤
九
郎
と
い
っ
た
面
々
は
、
そ
の
名
前
か
ら
し
て
和
泉
流
三
宅
派
の
役
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
花
咲
偲
』
で
も
説

か
れ
た
、
流
派
の
別
を
厳
し
く
峻
別
す
る
建
前
と
は
別
に
、
楽
屋
裏
で
の
他
流
と
の
協
力
を
も
旨
と
す
る
京
の
土
地
柄
を
も
念
頭
に

浮
か
べ
れ
ば
、
あ
る
い
は
異
流
共
演
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
京
に
お
け
る
状
況
を

直
接
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
異
流
共
演
そ
れ
自
体
は
寛
永
初
頭
頃
を
境
に
自
流
意
識
が
明
確
化
す
る
中
で
、
絶
無
で
は
な
い

(11) 

に
も
せ
よ
、
著
し
く
減
少
す
る
と
の
研
究
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
然
に
、
和
泉
流
三
宅
派
に
属
す
る
、
中
堅
役
者
の
存
在
を
考
え
る

外
は
無
い
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
こ
の
記
録
の
二
年
後
に
な
る
が
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
一

0
月
一
五
日
久
蔵
が
「
今
参
」
と

「
鏡
」
を
勤
め
て
い
る
禁
裏
能
の
初
番
の
能
に
「
嵐
山
」
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
「
猿
聟
」
が
間
と
し
て
和
泉
流
の
役
者
に

よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
「
仙
五
郎
代
安
之
助
」
と
い
う
演
者
名
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
勿
論
、
「
千
五
郎
」
と

「
仙
五
郎
」
と
は
、
基
本
的
に
は
同
一
人
物
と
は
考
え
に
く
い
が
、
も
し
誤
記
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
久
蔵
と

「
千
五
郎
」
と
は
同
一
の
日
に
出
勤
し
て
お
り
、
同
一
人
物
に
異
名
を
用
い
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
明
ら
か
に
別

人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
つ
い
で
に
、
茂
山
家
八
世
と
な
る
次
代
の
久
蔵
英
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
け
ば
、
こ
の
時
期
の
茂
山
久
蔵
は

右
記
の
通
り
、
英
政
に
と
っ
て
は
先
代
の
七
世
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
千
五
郎
が
英
政
の
若
い
時
代

の
名
乗
り
で
は
な
い
か
と
の
考
え
方
も
、
あ
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
英
政
が
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
生
ま
れ
と
す
れ
ば
、
宝

暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
は
数
え
年
の
年
齢
計
算
で
考
え
れ
ば
一

0
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
狂
言
の
稽
古
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
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て、 で
あ
る
。
普
通
に
考
え
て
異
流
共
演
は
お
ろ
か
、
禁
裏
へ
の
出
勤
自
体
も
難
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

茂
山
家
の
伝
え
る
元
文
五
年
（
一
七
四
0
)
か
ら
数
え
れ
ば
、
一
六
歳
と
な
り
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
刺
激
す
る
年
齢
と
も
言
え
そ

う
で
は
あ
る
が
こ
の
二
年
間
に
限
っ
て
の
記
事
で
あ
り
、
や
は
り
、
こ
の
千
五
郎
は
茂
山
家
と
は
、
残
念
な
が
ら
縁
が
無
い
と
見
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

些
か
寄
り
道
が
過
ぎ
た
が
、
こ
こ
で
前
節
に
紹
介
し
た
一
連
の
茂
山
家
関
係
の
事
蹟
を
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
が
、
先
ず
初
め

に
そ
の
名
が
登
場
す
る
茂
山
源
右
衛
門
の
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
元
来
、
「
久
蔵
」
と
い
う
名
跡
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
る
の
が
本
筋
で
あ
る
が
、
久
蔵
ほ
ど
の
頻
度
で
は
な
い
に
も
せ
よ
少
な
か
ら
ず
登
場
す
る
の
が
、
こ
の
源
右
衛
門
で
あ
る
。
た

だ
し
何
と
言
っ
て
も
気
に
な
る
の
は
、
茂
山
家
が
歴
代
と
し
て
五
世
徳
兵
衛
ー
六
世
源
左
衛
門
ー
七
世
源
兵
衛
ー
八
世
英
政
と

伝
え
る
中
に
、
こ
の
源
右
衛
門
の
名
前
が
登
場
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
六
恨
源
左
衛
門
の
誤
記
と
い
う
に
は
頻
度
が
高
す
ぎ
る
し
、

見
方
に
よ
れ
ば
、
右
記
に
紹
介
し
た
係
累
と
は
別
系
の
役
者
と
い
う
考
え
方
も
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
そ
の
可
能
性
も
無
く

は
無
い
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
の
結
論
は
も
う
暫
く
後
に
下
す
こ
と
に
し
て
、
源
兵
衛
と
久
蔵
と
の
関
係
如
何
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
処
で
、
前
記
に
紹
介
し
た
出
演
記
録
の
中
で
も
特
に
気
に
な
る
の
は
、
一
連
の
久
蔵
の
名
前
が
続
く
中
に
突
如
と
し

明
和
七
年
（
一
七
七
0
)
一―-月一

0
日
「
今
参
」
茂
山
源
右
衛
門
直
次
郎

「
名
取
川
」
貞
次
郎
源
右
衛
門

「
い
ろ
は
」
茂
山
清
次
郎

源
右
衛
門
と
久
蔵
と

源
右
衛
門
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と
い
う
形
で
、
「
近
世
京
都
等
能
番
組
集
』
に
見
え
る
記
事
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
茂
山
追
善
」
と
し
て
東
山

の
林
阿
弥
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
ず
、
こ
の
「
追
善
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
な
の
か
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

こ
れ
が
、
死
者
が
出
た
直
後
に
そ
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
催
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
す
る
と
き
、
「
七
代
源
兵
衛
久
蔵
の
追
善
狂
言
会

と
思
わ
れ
る
。
前
年
に
で
も
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
茂
山
源
右
衛
門
と
あ
る
の
が
八
代
久
蔵
英
政
の
こ
と
に
違

い
な
い
。
茂
山
清
次
郎
と
あ
る
の
は
久
蔵
英
政
の
息
子
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
父
子
初
共
演
で
微
笑
え
ま
し
い
。
久
蔵
英
政

の
代
で
一
旦
茂
山
家
は
途
絶
え
る
訳
だ
が
、
清
次
郎
と
い
う
名
前
か
ら
し
て
長
男
と
共
に
、
こ
の
息
子
も
早
世
し
た
も
の
で
あ
ろ

(12) 

う
。
」
と
い
う
見
解
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
源
右
衛
門
か
ら
久
蔵
へ
の
名
乗
り
の
変
化
は
、
久
蔵
と
は
隠
居

(13) 

名
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
の
考
え
方
に
到
達
す
る
が
、
こ
の
見
方
に
つ
い
て
、
少
し
く
考
え
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
隠
居
と
い
う
の
は
、
家
督
を
譲
る
べ
き
跡
継
ぎ
の
者
が
い
て
、
初
め
て
現
実
化
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
公
役
・
年
貢
の
負
担
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
以
上
、
跡
継
ぎ
無
し
の
隠
居
が
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
と
は

近
世
の
支
配
体
制
そ
の
も
の
が
揺
る
ぎ
か
ね
な
い
ほ
ど
の
大
問
題
の
筈
で
あ
る
。
久
蔵
英
政
の
生
活
の
舞
台
で
あ
る
町
方
の
例
で
は

な
く
、
ま
た
、
筆
者
の
乏
し
い
知
識
の
限
り
で
あ
る
が
、
村
方
の
例
と
し
て
は
通
常
、
隠
居
す
れ
ば
生
活
費
と
し
て
「
隠
居
免
」
と

称
す
る
若
干
の
田
畑
が
隠
居
に
は
付
け
ら
れ
る
の
が
例
で
あ
り
、
そ
の
田
畑
は
隠
居
の
死
後
に
本
家
に
戻
さ
れ
る
と
い
う
形
が
取
ら

れ
る
。
ま
た
、
次
男
以
下
を
分
家
さ
せ
、
そ
こ
で
隠
居
を
養
う
と
い
う
形
態
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
隠
居
自
身
は
免
租
の

立
場
に
な
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
跡
継
ぎ
無
し
の
隠
居
な
ど
と
い
う
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
「
茂
山
源
右
衛
門
と
あ

る
の
が
八
代
久
蔵
英
政
の
こ
と
に
違
い
な
い
」
し
、
源
右
衛
門
が
隠
居
し
て
久
蔵
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も

息
子
た
ち
が
早
世
し
て
し
ま
っ
た
の
が
、
こ
の
源
右
衛
門
が
家
督
を
後
継
者
と
し
て
の
息
子
に
譲
り
、
八
世
と
し
て
の
久
蔵
を
襲
名

し
た
後
の
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
未
だ
源
右
衛
門
で
あ
る
内
に
息
子
た
ち
が
早
世
し
て
し
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、

隠
居
し
て
久
蔵
を
名
乗
る
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
実
は
久
蔵
英
政
の
代
で
一
旦
茂
山
家
は
途
絶
え
る
の
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で
あ
り
、
九
世
千
五
郎
正
盾
と
の
血
縁
は
な
い
。
「
花
咲
博
」
の
跛
文
に
も
、
「
跡
に
残
り
給
う
御
門
弟
方
、
御
頼
み
申
し
候
也
。
」

と
あ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
跡
継
ぎ
の
不
在
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
久
蔵
と
は
飽
く
ま
で
も
当
主
の

名
乗
り
で
あ
り
、
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
久
蔵
英
政
は
隠
居
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
仮
に
、
隠
居
名

で
あ
る
久
蔵
を
名
乗
っ
た
と
し
て
、
安
永
元
年
以
降
の
出
演
記
録
を
残
し
た
茂
山
久
蔵
は
英
政
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か

ら
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
生
ま
れ
と
し
た
場
合
、
年
齢
的
に
数
え
の
二
五
歳
で
の
久
蔵
襲
名
ー
隠
居
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(14) 

久
蔵
英
政
が
茂
山
家
の
伝
え
る
文
政
四
年
(
-
八
ニ
―
)
に
死
去
し
た
と
す
れ
ば
、
ざ
っ
と
五
0
年
余
り
も
隠
居
名
の
久
蔵
を
名
乗

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
五
0
年
間
も
の
隠
居
生
活
と
い
う
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
も
う
一
っ
、
源
右
衛
門
か
ら
久
蔵
へ
と
名
乗
り
が
改
ま
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
一
月
ニ
ー
日
「
狂
言
舞
」
オ
モ
茂
山
源
右
衛
門

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
三
月
二
七
日
「
花
折
」
ォ
モ
茂
山
久
蔵

と
い
う
『
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
」
に
見
え
る
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
久
蔵
は
英
政
の
出
生
前
に
当
た
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
当
然
、
先
代
以
前
若
し
く
は
先
代
の
久
蔵
に
他
な
ら
な
い
。
元
文
二
年
か
ら
明
和
七
年
ま
で
は
三
三
年
間
を
数
え
る
。
出
演
記

録
で
見
れ
ば
、
元
文
二
年
か
ら
宝
暦
―
一
年
ま
で
で
二
四
年
間
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普
通
に
解
釈
す
れ
ば
、
一
代
の
時
間
と
見
て

よ
か
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
こ
の
二
四
年
間
の
出
演
記
録
を
残
し
た
久
蔵
は
七
世
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
、
隠
居

名
と
し
て
の
久
蔵
を
名
乗
っ
た
期
間
と
す
れ
ば
、
長
い
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
や
は
り
「
久
蔵
」
は
当
主
名
と
考
え
る
他
は
あ

そ
う
な
れ
ば
、
件
の
追
善
の
行
事
と
は
新
た
な
死
者
の
冥
福
を
祈
る
た
め
で
は
な
く
、
年
忌
を
営
む
も
の
と
理
解
す
る
べ
き
な
の

る
ま
い
。
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だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
林
阿
弥
に
登
場
し
て
い
る
こ
の
源
右
衛
門
と
は
、
実
は
七
世
久
蔵
の
隠
居
名
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

考
え
れ
ば
、
「
こ
の
息
子
も
早
世
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
若
者
を
何
人
も
若
死
に
さ
せ
る
必
要
も
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
無
く

な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
先
に
記
し
た
五
世
徳
兵
衛
I

六
世
源
左
衛
門
ー
七
世
源
兵
衛
ー
八
世
英
政
と
伝
え
る
中
に
、
こ
の
源

右
衛
門
の
名
前
が
登
場
し
な
い
と
い
う
難
問
へ
の
答
え
も
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
。
源
右
衛
門
は
隠
居
名
で
あ
り
、
七
世
源
兵
衛
は
当

主
名
の
久
蔵
を
名
乗
っ
た
後
、
厖
居
名
と
し
て
の
こ
の
源
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
歴
代
を
記
す
の
に
、

当
然
隠
居
名
で
は
行
わ
れ
ま
い
。
一
方
出
演
記
録
の
方
で
は
、
隠
居
名
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
記
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
連
の
出
演
記
録
の
、
冒
頭
を
思
い
出
し
て
み
た
い
。
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

正
徳
二
年
（
一
七
ニ
―
)
二
月
九
日
「
あ
さ
ふ
」
大
蔵
八
右
衛
門

三
一
日
「
三
番
三
」
茂
山
源
右
衛
門

「
い
く
ゐ
」
奥
田
源
四
郎

正
徳
五
年
(
-
七
一
五
）
二
月
九
日
「
か
く
れ
笠
」
増
田
仁
兵
衛

一
三
日
「
く
り
や
き
」
茂
山
源
右
衛
門

「
薪
能
番
組
』
か
ら
の
記
録
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
源
右
衛
門
も
隠
居
名
と
考
え
て
み
た
場
合
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
源
左
衛
門
が
源
右
衛
門
を
名
乗
る
と
い
う
こ
と
は
、
些
か
紛
ら
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
茂
山
家
六
世
の
隠
居
名

と
見
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
前
記
し
た
通
り
、
元
文
二
年
か
ら
の
久
蔵
を
七
世
と
理
解
す
れ
ば
、
六
世

ー
七
世
と
隠
居
名
と
し
て
の
源
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
家
と
し
て
の
継
続
性
の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。
ま
た
、
継
続
性
と
言
え
ば
、
前
稿
で
五
世
徳
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
版
『
能
之
訓
蒙
図
彙
」
で
の

亭
主
茂
山
源
右
衛
門

し
う
方
茂
山
源
右
衛
門

烏
帽
子
屋
茂
山
源
右
衛
門
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記
録
の
他
に
、
『
薔
正
録
』
冒
頭
の
「
元
禄
十
四
巳
歳
八
月
名
前
改
メ
控
京
都
大
蔵
流
指
南
家
」
と
い
う
記
事
の
中
に
「
茂
山
徳

兵
衛
」
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
「
久
蔵
事
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
旨
を
報
告
し
た
。
貞
享
四
年
か
ら
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇

-
）
ま
で
は
一
四
年
間
の
隔
た
り
が
あ
り
、
そ
の
間
一
貫
し
て
五
世
徳
兵
衛
も
久
蔵
の
名
乗
り
を
用
い
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
し
て
も
、
そ
の
可
能
性
も
少
な
く
な
い
と
解
釈
す
れ
ば
、
五
世
—
（
六
世
）
ー
七
世
ー
八
世
と
「
久
蔵
」
の
名
乗
り
を

用
い
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
先
に
七
世
ー
八
世
と
い
う
二
代
の
み
の
名
乗
り
と
し
て
紹
介
し
た
「
久
蔵
」
の
名
跡
は
、
現

在
五
代
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
千
五
郎
」
の
名
乗
り
に
、
あ
る
い
は
匹
敵
す
る
だ
け
の
継
続
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
最
後
に
一
点
だ
け
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
大
蔵
虎
明
が
書
き
残
し
て
い
る
『
明
暦
堺
七
堂
狂
言
芝
居
』
と
題
さ
れ
た
、
承

応
四
年
（
一
六
五
五
）
三
月
（
四
月
一
三
日
明
暦
改
元
）
和
泉
国
堺
で
催
さ
れ
た
勧
進
狂
言
の
詳
細
な
記
録
で
あ
る
。
そ
の
中
に

「
役
者
人
数
之
覚
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
京
衆
」
と
分
類
さ
れ
た
一
三
名
の
内
に
、
「
源
右
ヱ
門
」
と
い
う
役
者
名
が
見

(15) 

出
さ
れ
る
。
具
体
的
な
出
演
は
二
日
目
の
「
せ
い
ら
い
」
の
立
衆
の
鬼
で
あ
り
、
シ
テ
は
勤
め
て
い
な
い
役
者
の
よ
う
で
あ
る
。
源

右
衛
門
と
い
う
名
前
は
こ
れ
ま
で
の
限
り
、
正
徳
二
年
（
一
七
―
二
）
か
ら
明
和
七
年
（
一
七
七
0
)
ま
で
の
間
に
登
場
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
「
源
右
衛
門
」
と
、
こ
れ
に
先
行
す
る
承
応
四
年
の
こ
の
「
源
右
ヱ
門
」
に
は
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
承
応
四
年
の
時
点
で
の
五
世
徳
兵
衛
が
ど
の
よ
う
な
動
向
を
示
し
て
い
る
か
は
、
存
否
も
含
め
て
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
久
蔵

に
対
す
る
源
右
衛
門
の
名
乗
り
が
隠
居
名
で
あ
る
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
当
て
は
め
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
承
応
四
年
の
源
右
ヱ
門
は
四

世
以
前
と
い
う
結
論
も
導
き
出
せ
る
こ
と
に
な
る
や
も
知
れ
ぬ
。
も
っ
と
も
そ
う
な
る
と
、
五
世
徳
兵
衛
か
ら
が
狂
言
役
者
と
な
っ

た
と
い
う
茂
山
家
の
伝
え
か
ら
は
、
は
み
出
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
先
の
「
千
五
郎
」
の
例
で
は
な
い
が
、
現
在
の
茂
山
千
五
郎

家
と
は
無
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
上
の
推
測
を
許
す
も
の
で
は
な
い
が
、
聯
か
気
に
か
か
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
と
だ

け
、
報
告
し
て
お
き
た
い
。
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な
お
こ
こ
で
、
英
政
の
生
年
の
問
題
に
つ
い
て
一
応
の
整
理
を
付
け
て
お
き
た
い
が
、
英
政
自
身
の
記
述
に
従
い
生
年
を
推
定
す

(16) 

る
本
稿
の
立
場
を
多
少
な
り
と
も
補
強
す
る
論
考
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
蔵
流
二
四
世
宗
家
大
蔵
弥
右
衛
門
氏
の
ノ
ー
ト
か
ら
の
報
告

と
い
う
形
を
取
る
が
、
そ
の
中
に
茂
山
久
蔵
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
免
許
状
に
関
す
る
交
付
記
録
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
「
―
―
一
番
三
」
・
同
一
二
年
（
一
七
四
三
）
「
花
子
」
・
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
「
春

•
同
二
年
（
一
七
四
五
）
「
那
須
」
と
い
う
一
連
の
発
行
が
あ
り
、
次
い
で
一
六
年
の
間
隔
を
置
い
て
、
宝
暦
―
一
年

日
龍
神
」

る
と
す
れ
ば
、

こ
こ
か
ら
は
改
め
て
八
世
久
蔵
の
問
題
に
帰
り
た
い
。
一
連
の
出
演
記
録
の
前
半
は
七
世
久
蔵
ま
で
の
事
蹟
で
あ
っ
た
。
八
世
久

蔵
英
政
の
登
場
は
安
永
元
年
の
「
靱
猿
」
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
や
は
り
、
こ
の
「
靱
猿
」
か
ら
の
登
場
と
し
か
言
え
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
林
阿
弥
で
の
追
善
の
会
を
思
い
起
こ
し
て
み
た
い
。
七
世
は
隠
居
名
の
源
右
衛
門
へ
と
名
跡
を
変
更
し

て
登
場
し
た
。
次
代
を
担
う
べ
き
八
世
英
政
も
、
当
然
出
席
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
八
世
が
源
右
衛
門

を
名
乗
っ
て
そ
の
場
に
い
た
と
考
え
た
こ
と
が
、
「
久
蔵
」
隠
居
説
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
源
右
衛
門
と
は
七
世
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
源
右
衛
門
以
外
に
英
政
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
者
は
居
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
居
な
か
っ
た
と
考
え
る

こ
と
の
方
が
不
自
然
と
す
れ
ば
、
記
録
の
残
っ
て
い
る
者
の
中
で
は
茂
山
清
次
郎
と
記
録
さ
れ
た
、
久
蔵
隠
居
名
説
で
は
「
早
世
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
さ
れ
た
若
者
あ
た
り
に
見
当
を
付
け
る
の
が
、
自
然
な
成
り
行
き
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
年
後
の

安
水
元
年
以
降
の
活
躍
の
記
録
を
念
頭
に
置
け
ば
、
「
名
取
川
」
を
勤
め
た
貞
次
郎
あ
た
り
に
そ
の
面
影
を
見
た
い
気
も
す
る
が
、

茂
山
姓
を
冠
し
て
あ
る
の
が
清
次
郎
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
の
者
に
若
き
日
の
久
蔵
英
政
を
見
る
こ
と
と
し
て

お
き
た
い
の
で
あ
る
。
久
蔵
英
政
が
延
享
一
二
年
の
生
ま
れ
と
す
れ
ば
、
二
五
歳
の
英
政
が
そ
こ
に
居
り
、
宝
暦
三
年
の
生
ま
れ
で
あ

一
八
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

久
蔵
英
政
に
つ
い
て
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（
一
七
六
一
）
「
道
成
寺
」
・
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
「
三
番
三
」
•
安
永
―
―
一
年
（
一
七
七
四
）
「
花
子
」
の
免
許
状
発
行
が
あ
る

と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
報
告
者
は
、
前
者
の
延
享
二
年
「
那
須
」
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
分
が
七
世
源
兵
衛
、
後
者
の
宝
暦
一
―

年
「
道
成
寺
」
以
降
の
分
は
八
世
英
政
と
区
分
け
し
て
い
る
。
同
感
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
交
付
記
録
を
英
政
の
出
生
年
に
対
応
さ

せ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
注
(
7
)
で
援
用
し
た
『
狂
言
辞
典
事
項
編
」

が
採
用
す
る
説
に
従
っ
て
、
英
政
の
生
年
と
さ
れ
る
元
文
五
年
（
一
七
四
0
)
か
ら
計
算
す
る
と
、
「
道
成
寺
」
の
免
許
で
ニ
ニ

歳
、
「
三
番
三
」
で
二
八
歳
、
「
花
子
」
で
三
四
歳
と
い
う
年
齢
を
数
え
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
「
三
番
三
」
で
顕
著
と
言
え
そ
う
で

あ
る
が
、
や
や
遅
め
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
英
政
自
身
が
『
花
咲
博
』
奥
書
に
「
文

化
三
年
春
、
六
十
一
歳
」
と
書
き
、
も
う
一
冊
の
『
薔
正
録
」
で
は
「
文
化
―
―
一
年
初
秋
、
六
十
歳
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
従
っ
て

年
齢
を
数
え
れ
ば
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
生
ま
れ
、
若
し
く
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
出
生
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
に
応
じ

て
一
連
の
免
許
を
受
け
た
年
齢
も
、
そ
れ
ぞ
れ
六
・
七
歳
は
若
返
る
こ
と
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
「
道
成
寺
」
で
一
五
、
六
歳
、

「
三
番
三
」
が
ニ
一
、
二
歳
、
「
花
子
」
は
二
七
、
八
歳
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
今
日
の
「
常
識
」
に
近
い
年
齢
に
落
ち
着
く
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
英
政
の
生
年
に
関
し
て
は
、
先
の
出
演
記
録
中
に
挿
入
し
た
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
〈
久
蔵
英

政
出
生
の
可
能
性
①
〉
が
、
一
応
の
落
着
け
所
で
は
な
い
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
同
じ
く
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

〈
久
蔵
英
政
出
生
の
可
能
性
②
〉
と
し
た
方
か
ら
も
見
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
場
合
は
更
に
七
歳
若
返
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
「
道
成
寺
」
で
八
歳
、
「
三
番
三
」
が
一
四
歳
、
「
花
子
」
は
二

0
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
度
は
逆
に
、
か
な
り
若
過

ぎ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
落
ち
着
か
せ
た
と
し
て
も
、
な
に
ぶ
ん
に
も
本
人
の
書
き
残

し
た
記
事
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
可
能
性
①
と
②
の
葛
藤
は
な
お
残
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
本
稿

で
は
改
め
て
英
政
の
生
年
を
延
享
三
年
と
し
て
お
き
た
い
。

な
お
こ
こ
で
、
締
括
り
の
出
演
記
録
「
南
都
両
神
事
能
資
料
集
』
か
ら
の
記
事
も
参
照
し
て
お
き
た
い
。
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実
意
の
論

前
稿
で
は
「
花
咲
停
』
の
序
文
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
実
は
そ
の
序
文
で
英
政
は
当
時
の
狂
言
の
あ
り

方
へ
の
批
判
の
言
を
書
き
残
し
て
い
る
。

ろ
う
。

夫
今
世
、
狂
言
の
風
儀
を
ば
、

四

補
記

文
化
八
年
（
八
一

文
化
一
四
年
(
-
八
一
七
）
二
月
七
日

-
)
二
月
九
日

と
い
う
三
つ
の
記
録
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
直
前
の
『
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
』
の
記
録
に
引
き
続
い
て
読
ん
で
み
れ
ば
、
天
明

＿
―
-
年
五
月
に
「
財
宝
」
の
シ
テ
を
勤
め
て
以
来
、
二
八
年
振
り
の
出
演
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
久
蔵
英
政
は
「
様
子
御
座
候
居

て
、
藝
道
相
休
み
候
事
、
凡
そ
二
十
五
、
六
年
也
」
と
、
「
花
咲
偉
』
の
践
文
の
中
で
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
二
八
年
間
の
出
演
記

録
上
の
空
白
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
「
藝
道
相
休
み
候
事
、
凡
そ
二
十
五
、
六
年
也
」
と
い
う
記
述
に
見
合
う
も
の
と
考
え
て
よ
か

最
後
に
、
そ
れ
な
ら
ば
没
年
の
方
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
な
お
気
に
懸
か
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
先
に
記
し
た
茂
山
家
の

伝
え
る
文
政
四
年
の
他
に
は
拠
る
べ
き
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
没
年
齢
に
つ
い
て
は
注
(14)
に
前
記
の
通
り
、
茂

山
家
の
伝
え
る
八
二
で
は
な
く
、
「
花
咲
停
」
奥
書
に
従
っ
て
享
年
七
六
と
し
て
お
く
。

『
花
咲
偉
』

っ
＜
／
＼
と
お
も
ん
見
る
に
、
他
の
流
は
奥
意
迄
し
ら
さ
り
な
れ
ど
、
我
ま
ね
ふ
大
蔵
の
流

茂
山
久
蔵

「
萩
大
名
」
茂
山
久
蔵

二
月
一

0
日
「
竹
生
嶋
参
」
茂
山
久
蔵

「
粟
田
口
」
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と
い
う
の
が
、
そ
の
慨
嘆
の
書
き
出
し
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ハ
、
虚
成
事
は
か
ろ
く
、
実
意
を
お
も
く
す
と
言
へ
る
本
文
有
と
、
か
ね
て
聞
お
よ
び
ぬ
れ
共
、
近
世
は
其
意
を
ま
な
ば
ず
、

其
勤
る
役
々
の
人
鉢
を
も
定
メ
ず
役
割
を
な
し
、
あ
ま
つ
さ
へ
ふ
ぐ
な
る
裳
装
を
着
し
、
天
上
人
よ
り
下
々
の
役
に
至
る
迄
、

色
衣
裏
の
し
よ
わ
け
な
く
、
炭
斗
目
着
付
、
素
袴
片
袴
に
至
る
迄
、
模
様
の
色
と
り
よ
し
あ
し
の
わ
か
ち
な
く
、
只
心
斗
上
手

と
な
り
、
高
慢
出
て
、
も
つ
て
の
外
成
。

裳
装
も
夫
々
の
取
合
せ
の
分
か
ち
有
と
聞
し
に
、
当
世
は
思
も
寄
ぬ
風
儀
也
。
夫
に
連
れ
、
狂
言
も
無
実
意
、
天
上
人
も
、

下
も
さ
た
も
同
じ
心
持
な
り
。
さ
る
に
依
て
適
実
意
有
狂
言
を
見
れ
バ
、
風
流
の
様
に
思
ふ
人
も
多
く
有
べ
し
。

と
続
け
て
い
る
。
「
実
意
無
く
、
天
上
人
も
、
下
も
さ
た
も
同
じ
心
持
」
で
あ
る
が
た
め
に
、
「
適
実
意
あ
る
狂
言
を
見
れ
バ
、
風
流

の
様
に
思
ふ
人
も
多
く
あ
る
べ
し
。
」
と
の
思
い
に
至
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

と
に
も
か
く
に
も
御
執
心
の
人
は
、
只
風
流
の
心
を
と
、
め
、
行
儀
第
一
に
し
て
、
心
を
し
ん
み
ゃ
う
に
稽
古
す
べ
し
。

と
、
風
流
を
勤
め
る
場
合
の
気
持
の
あ
り
様
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
只
管
稽
古
に
励
む
べ
き
旨
を
説
き
、
一
先
ず
の
落
ち
着
か
せ

所
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
元
来
風
流
と
い
う
の
が
、
そ
の
時
々
の
上
演
の
必
要
に
応
じ
て
新
た
に
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
新

鮮
な
感
興
を
も
呼
び
起
こ
す
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
英
政
を
し
て
、
こ
の
よ
う
に
風
流
の
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
さ
せ

て
い
る
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
彼
の
周
辺
の
当
時
の
役
者
の
様
子
を
見
て
、
何
故
英
政
が
こ
の
よ
う
に
苦
言
を
呈
し
、
嘆
か
ね
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兎
と
亀
の
た
と
え
話
で
は
な
い
が
、
な
お
教
訓
と
し
て
味
わ
う
に
足
る
言
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

る。 ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
は
更
な
る
解
明
を
必
要
と
し
、
現
状
で
は
今
ひ
と
つ
不
明
で
あ
る
が
、
風
流
を
具
体
的
な
手
が
か
り
に
し
な

が
ら
実
意
の
保
持
を
強
調
し
、
真
摯
な
稽
古
の
積
重
ね
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
、
確
実
に
見
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

器
用
・
不
器
用
の
論

前
記
の
通
り
実
意
の
無
い
狂
言
が
蔓
延
し
、
「
ロ
ハ
心
斗
り
上
手
と
な
り
、
高
慢
出
て
、
も
つ
て
の
外
な
り
。
」
と
い
う
様
相
を
示
し

て
い
る
当
時
の
狂
言
に
対
す
る
嘆
き
を
、
英
政
は
「
何
程
不
器
用
な
る
人
に
て
も
、
と
く
と
聞
き
習
へ
ば
、
筋
違
い
こ
れ
無
し
。
真

の
狂
言
な
る
べ
し
。
兎
角
骨
折
り
し
、
師
家
に
て
稽
古
な
さ
れ
候
が
勤
要
な
る
べ
し
。
」
と
、
再
び
稽
古
の
重
要
性
を
説
く
こ
と

で
、
対
処
の
方
向
性
を
示
そ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
何
程
不
器
用
な
る
人
に
て
も
、
と
く
と
聞
き
習
へ
ば
、
筋
違
い
こ
れ
無
し
。
」

と
の
認
識
に
は
、
地
道
な
稽
古
の
積
重
ね
が
飽
く
ま
で
も
大
切
で
あ
り
、
な
ま
じ
器
用
で
あ
る
が
た
め
に
稽
古
を
粗
略
に
す
る
向
き

に
は
、
む
し
ろ
大
成
を
妨
げ
る
と
い
う
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
器
用
貧
乏
と
い
う
言
葉
も
思
い
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

『
わ
ら
ん
べ
草
』
第
四
三
段
に
も
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昔
人
云
。
器
用
な
る
者
は
頼
て
必
ず
油
断
有
。
不
器
用
な
る
者
は
我
身
を
顧
み
、
遅
れ
じ
と
嗜
む
ゆ
へ
追
ひ
越
す
。
学
文
も

か
く
の
如
く
と
言
へ
り
。
器
用
成
者
は
早
合
点
し
て
根
を
深
く
問
は
ず
、
な
ほ
ざ
り
也
。
覚
ね
ば
問
は
ぬ
に
同
じ
。
心
に
入
よ

く
覚
た
る
事
も
忘
る
、
は
常
の
習
ひ
、
い
か
に
賢
く
器
用
成
と
覚
ぬ
こ
と
は
な
る
ま
じ
。
不
器
用
な
る
者
の
、
退
屈
な
く
精
を

(17) 

出
し
た
る
は
藝
に
な
づ
ま
ず
、
後
に
よ
く
な
る
と
言
へ
り
。
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現
代
の
我
々
に
お
い
て
も
、
「
聞
く
は
一
時
の
恥
、
聞
か
ぬ
は
末
代
の
恥
」
と
言
い
習
わ
し
て
い
る
の
と
同
じ
意
味
合
い
と
理
解

し
て
良
い
よ
う
だ
が
、
「
恐
る
べ
し
」
を
三
回
も
繰
り
返
し
て
い
る
件
は
、
や
は
り
注
意
に
値
し
よ
う
。
舞
台
を
勤
め
る
こ
と
が
真

剣
勝
負
と
し
て
の
重
み
を
有
す
る
の
だ
と
型
通
り
聞
き
取
る
べ
き
で
は
あ
る
と
し
て
、
恥
を
掻
く
と
い
う
こ
と
が
致
命
傷
に
な
る
と

い
う
意
識
が
、
三
回
も
繰
り
返
す
と
い
う
鉦
致
に
も
な
っ
て
い
る
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
辺
り
は
、
今
日
と
の
比
較
を
超
え

る
か
も
知
れ
ぬ
出
勤
の
重
み
を
、
し
か
と
見
て
取
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

『
わ
ら
ん
べ
草
」
も
、
八
二
段
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

芸
の
習
ひ
の
事
な
ど
言
に
、
よ
か
ら
ぬ
人
は
知
ら
ぬ
事
を
も
知
り
た
る
気
色
し
、
鼻
の
程
お
ご
め
か
し
、
さ
れ
ば
左
様
の
事

も
有
な
ど
、
ひ
け
ら
し
く
言
な
す
人
有
。
名
ば
か
り
聞
て
心
も
知
ら
ず
、
覚
た
る
と
言
し
も
有
。
是
亦
知
っ
て
知
ら
ざ
れ
と
言

に
ま
ぎ
る
、
。
知
ま
じ
き
事
を
も
知
り
た
り
顔
を
す
る
時
、
言
ひ
あ
ら
は
し
、
人
に
も
ら
さ
ん
も
お
こ
が
ま
し
く
、
猶
言
散
ら

さ
ん
も
無
下
な
れ
ば
、
是
亦
難
儀
也
。
知
ら
ざ
る
事
は
執
心
し
て
人
に
よ
ら
ず
習
ふ
べ
し
。
君
子
は
下
聞
に
恥
ず
。
問
は
一
旦

昔
よ
り

昔
よ
り

恥
の
論
引
き
続
き
序
文
の
最
後
に
近
い
部
分
で
、
英
政
は
突
然
、
次
の
通
り
説
く
。

問
ハ
当
座
恥
、
問
（
わ
ぬ
）
は
末
代
と
事
候
へ
ば
、
只
ま
け
お
し
ミ
と
や
ら
を
取
の
け
、

尋
る
に
し
く
は
な
し
と
、
我
等
そ
ん
す
る
に
候

は
し
を
恥
と
思
へ
ば
、
諸
事
に
浦
有
。
恥
を
は
ぢ
と
思
わ
ぬ
仁
ハ
、
恥
か

き
し
た
め
し
な
し
と
、
請
事
に
お
よ
び
ぬ
。
恐
る
へ
し
／
＼
／
＼
。
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の
恥
、
知
ら
ぬ
は
末
代
の
恥
な
ら
ず
や
。
知
ら
ざ
る
は
知
ら
ざ
る
と
せ
よ
、
是
知
れ
る
也
。
誤
っ
て
改
む
る
に
憚
る
事
な
か
れ

と
。
さ
の
み
執
心
な
き
人
に
あ
か
ら
さ
ま
に
教
へ
ん
事
も
よ
か
ら
ね
ば
、
人
の
事
を
そ
し
ら
ず
嘲
る
べ
か
ら
ず
。

『
わ
ら
ん
べ
草
」
か
ら
の
引
用
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
英
政
と
『
わ
ら
ん
べ
草
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
一
考
し
て

み
る
余
地
を
残
し
て
い
よ
う
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。

狂
言
役
割
井
二
人
鉢
之
式

全
容
は
シ
テ
の
役
柄
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
］
別
に
見
た
曲
目
名
寄
と
い
っ
た
趣
で
あ
り
、
な
か
な
か
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
前
稿
で

報
告
し
た
中
で
、
特
に
一
曲
だ
け
「
花
子
」
を
取
り
上
げ
た
。
シ
テ
の
男
と
そ
の
女
房
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
天
上
人
」
・
「
官
女
」
と
性

格
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
今
日
の
目
か
ら
見
て
、
や
や
特
異
な
印
象
を
与
え
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
現
代
の
演
者
の
芸
談

の
―
つ
で
も
し
っ
か
り
と
目
を
通
せ
ば
、
も
う
少
し
歩
を
進
め
た
受
止
め
方
が
可
能
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
シ
テ

が
単
な
る
市
井
の
男
で
は
な
い
こ
と
と
、
天
上
人
と
の
落
差
を
埋
め
る
見
方
を
そ
れ
な
り
に
示
す
こ
と
が
出
来
た
筈
で
あ
る
。

楽
屋
・
鏡
の
間
付
添
い
人
の
心
得

出
演
の
記
事
の
前
後
に
、
靴
の
着
脱
の
場
面
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
前
稿
で
は
、
「
屋
内
が
殆
ん
ど
で
あ
る
現
在
の
上

演
形
式
か
ら
は
考
え
難
い
が
、
こ
の
時
期
、
楽
屋
と
鏡
の
間
と
は
別
棟
で
あ
り
、
そ
の
間
の
移
動
に
は
必
ず
靴
を
必
要
と
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
」
と
解
釈
し
た
。
し
か
し
こ
の
靴
と
は
、
白
足
袋
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
今
日
で
も
シ
テ
方
や
ワ
キ
方
の
一
部
が

(18) 

楽
屋
裏
で
着
用
し
て
い
る
、
通
常
「
ス
リ
ッ
パ
」
と
称
し
て
い
る
履
物
を
意
味
す
る
と
理
解
す
れ
ば
、
疑
問
も
忽
ち
氷
解
す
る
。
こ

の
意
味
で
は
、
屋
内
で
あ
っ
て
も
靴
を
履
い
て
楽
屋
と
鏡
の
間
と
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
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で
例
え
ば
、
演
じ
終
え
た
役
者
が
鏡
の
間
に
戻
っ
て
来
た
後
の
場
面
を
再
現
す
れ
ば
、
「
花
咲
偉
j

が
記
す
よ
う
に
長
い
衣
装
や
面

は
当
然
移
動
に
不
都
合
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
脱
ぎ
、
そ
の
上
で
靴
を
履
い
て
楽
屋
へ
戻
る
と
い
う
段
取
り
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
記
事
か
ら
は
当
時
狂
言
役
者
も
こ
の
履
物
を
着
用
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
必
要
と
し
て
い
た
可
能
性
が
見
え
て
来

る
。
あ
る
い
は
他
の
役
柄
の
役
者
同
様
、
狂
言
役
者
も
白
足
袋
を
着
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
に
も
当
然
到
達
す
る
。

な
お
検
討
を
要
す
る
こ
と
に
は
な
り
そ
う
で
あ
る
。

舞
台
後
見

舞
台
後
見
に
と
っ
て
は
、
舞
台
上
で
演
者
に
続
行
不
能
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
へ
の
対
処
が
、
最
も
肝
心
な
事
と
し
て
教
示
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
教
え
が
実
際
に
物
を
言
う
こ
と
に
な
る
事
態
が
発
生
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
ま
で
を
前
稿
で
は
言
及
し
た
。

ど
の
よ
う
な
伝
え
で
あ
る
の
か
、
少
々
長
い
が
以
下
に
引
い
て
み
た
い
。

（
前
略
）
と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
小
川
吉
五
郎
と
い
ふ
流
儀
の
狂
言
師
が
、
殿
の
命
令
で
枕
物
狂
を
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
（
中
略
）
さ
て
い
よ
／
＼
と
な
っ
て
吉
五
郎
は
シ
テ
の
祖
父
に
扮
し
て
舞
豪
へ
出
る
。
演
技
は
進
ん
で
中
入
に
な
り
、
後

シ
テ
は
笹
に
枕
を
結
ん
で
肩
に
か
け
て
、
囃
子
に
乗
っ
て
出
て
来
ま
し
た
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
橋
掛
で
笹
を
棄
て
バ
ッ
タ

リ
と
倒
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
急
病
で
す
。
さ
あ
こ
と
で
す
。
正
面
に
は
井
伊
侯
が
厳
然
と
ひ
か
へ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。
後
見
の

父
は
、
さ
っ
そ
く
倒
れ
た
吉
五
郎
を
楽
屋
に
つ
れ
こ
ま
せ
て
置
い
て
、
自
分
は
上
下
姿
の
儘
シ
テ
の
落
し
た
笹
を
拾
ひ
取
っ

て
、
舞
ひ
つ
い
だ
の
で
す
。

そ
し
て
枕
物
狂
一
番
を
舞
ひ
上
げ
る
と
、
後
見
座
へ
笹
と
扇
を
置
き
ま
し
て
、
前
に
シ
テ
が
倒
れ
た
橋
掛
へ
行
っ
て
平
伏
し

ま
し
た
。
す
る
と
直
ぐ
さ
ま
正
面
か
ら
「
千
五
郎
召
抱
へ
る
ぞ
」
と
殿
様
の
お
声
が
か
、
り
ま
し
た
。
鶴
の
一
声
で
、
イ
ヤ
も
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オ
ウ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
恐
れ
入
っ
て
楽
屋
へ
引
き
下
が
る
と
、
お
小
姓
が
広
蓋
に
、
殿
様
の
肩
衣
と
大
小
と
を
載
せ
て
持
参
し

ま
し
た
。
当
座
の
引
出
物
で
す
。
ま
う
か
う
な
れ
ば
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
立
派
な
彦
根
の
お
抱
へ
狂
言
師
茂
山
千
五
郎
に

な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
父
も
観
念
し
ま
し
た
。
な
ほ
驚
い
た
こ
と
は
、
幾
日
か
た
っ
て
父
が
京
都
の
家
へ
か
へ
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
先
廻
し
て
、
井
伊
家
か
ら
御
扶
持
米
が
届
い
て
ゐ
た
さ
う
で
す
。
か
う
し
て
、
父
は
三
十
七
歳
の
年
に
、
彦
根
侯
に
召

(19) 

抱
へ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
伝
え
の
限
り
、
九
世
正
馬
は
「
花
咲
偉
」
の
教
示
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
の
彦
根
藩
の
方
で
の
記

録
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
念
の
た
め
確
認
し
て
お
き
た
い
。
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
能
役
者
由
緒
帳
」
の
中

(20) 

に
茂
山
千
五
郎
家
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
家
に
関
わ
る
記
事
を
総
て
書
き
出
し
て
み
よ
う
。

金
拾
五
両
五
人
扶
持
茂
山
千
五
郎

一
天
保
十
三
年
壬
寅
年
十
月
十
八
日
御
能
役
者
二
御
召
抱

御
擬
拾
五
両
五
人
扶
持
井
為
稽
古
料
御
金

五
両
被
下
置
候

一
嘉
永
三
庚
戌
年
十
二
月
十
―
―

-
H

天
徳
院
様
御
遺
志
二
付
御
割
合
ヲ
以
御
金

被
下
置
候

一
安
政
六
己
未
年
九
月
朔
日
於
江
戸
此
度

久
昌
院
様
御
遠
忌
済
御
祝
二
付
為
御
祝
儀
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改
申
候

一
同
年
五
月
廿
三
日
御
都
合
二
寄
御
留
守
居
方

手
附
役
御
免
被
仰
付
候

一
同
年
六
月
十
四
日
御
都
合
二
寄
京
地
二
被
指
置

彦
根
勝
手
御
免
被
仰
付
候

以
上
が
、
『
能
役
者
由
緒
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
茂
山
千
五
郎
家
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
が
、
先
の
後
見
の
伝
え
に
当
て
は
め
る
と

す
れ
ば
、
天
保
二
二
年
(
-
八
四
二
）
の
記
事
が
そ
れ
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
幕
末
の
井
伊
家
と
言

え
ば
、
直
弼
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
後
に
幕
府
大
老
に
就
任
す
る
井
伊
直
弼
が
藩
主
に
な
る
の
は
嘉
永
三
年
(
-
八

五
0
)
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
千
五
郎
が
「
御
能
役
者
二
御
召
抱
え
」
に
な
っ
た
の
は
、
前
任
の
藩
主
直
亮
の
時
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
直
弼
と
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
嘉
永
三
年
と
安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
の
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
嘉
永
三
年
に
は

全
ニ
―
名
の
能
役
者
に
対
し
て
「
御
金
被
下
置
」
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
天
徳
院
様
御
遺
志
二
付
」
き
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
天

一
同
年
閏
四
月
廿
四
日
千
五
郎
儀
千
吾
与
名
相

袷
御
肩
衣
壱
御
小
袖
壱
被
下
置
候

一
同
年
十
二
月
十
二
日
於
江
戸
悴
千
之
丞
儀
為

稽
古
料
御
金
五
両
被
下
置
候

一
慶
應
四
戊
辰
年
閏
四
月
三
日
御
擬
其
侭
御
歩

行
二
被
仰
付
京
都
留
守
居
方
手
附
役
被

仰
付
候
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っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

徳
院
と
は
直
亮
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
下
賜
金
は
直
弼
の
積
極
的
意
思
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結

果
、
直
弼
の
時
代
と
の
関
わ
り
は
安
政
六
年
と
い
う
直
弼
暗
殺
の
前
年
の
二
件
の
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
表

で
の
事
蹟
で
あ
る
。
こ
の
内
「
袷
御
肩
衣
壱
御
小
袖
壱
下
し
置
か
れ
」
た
際
に
は
、
「
花
咲
偲
」
に
記
さ
れ
た
「
頂
戴
も
の
、
式
」

に
書
か
れ
た
次
第
が
役
に
立
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
言
う
ま
で
も
無
い
こ
と
に
は
な
る
が
、
召
抱
え
の
時
に
先
立
っ
て
茂
山
千
五
郎
は
彦
根
藩
に
出
勤
し
て
い
た
た
め

に
、
「
枕
物
狂
」
の
一
件
も
生
じ
得
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
辺
り
の
様
子
を
伝
え
る
記
録
が
彦
根
市
立
図
書
館
琴
堂
文
庫
所
蔵
『
御

(21) 

能
役
者
御
指
紙
略
留
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
天
保
一
三
年
に
対
し
て
は
一
七
年
間
先
立
つ
こ
と
に
な
る
が
、
文
政
八
年
(
-
八
二

五
）
―
一
月
に
催
さ
れ
た
大
殿
様
御
年
賀
御
祝
御
能
に
「
他
所
役
者
」
の
一
人
と
し
て
、
京
都
茂
山
千
五
郎
も
御
用
を
勤
め
た
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
大
殿
様
」
と
は
直
亮
の
先
代
の
直
中
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
は
既
に
直
亮
に
家
督
を
譲
っ
た
隠
居
と

い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
御
祝
御
能
に
は
「
藩
御
抱
え
」
一

0
名
・
「
町
御
役
者
」
六
名
等
総
勢
七
四
名
の
内
に

「
他
所
役
者
」
六
名
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
名
と
し
て
干
五
郎
正
馬
も
出
勤
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
「
御
歩
行
二
仰
せ
付
け
ら
」
れ
た
辺
り
は
、
時
代
相
を
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
た
記
事
と
い
う
こ

と
に
は
な
ろ
う
。
既
に
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
幕
府
軍
の
先
鋒
を
勤
め
な
が
ら
も
脆
く
も
敗
れ
去
っ
た
彦
根
藩
が
、
新
政
府
側
に
組
し

た
上
で
の
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
極
め
て
短
い
間
で
は
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
直
亮
か
ら
大
小
を
賜
っ
た
正
廂
も
官
軍
の
一
員

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
千
五
郎
か
ら
千
吾
と
改
名
し
た
と
い
う
の
も
、
こ
の
新
政
府
軍
の
一
員
と
い
う
経
験
と

関
係
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
二
月
の
京
都
狂
言
方
一
三
名
連
名
の
式
目
申
し

合
わ
せ
に
際
し
て
の
署
名
は
「
サ
戊
山
千
五
郎
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
千
吾
」
は
狂
言
役
者
と
し
て
の
活
動
と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
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『
花
咲
偉
」
は
当
時
の
狂
言
役
者
の
状
況
を
嘆
く
英
政
の
憂
慮
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
実
意
で
あ
っ

た
が
、
実
は
英
政
以
外
に
も
、
こ
の
「
実
意
」
を
説
く
狂
言
役
者
が
い
た
。
大
蔵
八
右
衛
門
派
第
八
世
虎
光
で
あ
り
、
彼
の
意
見
が

披
泄
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
狂
言
不
審
紙
」
で
あ
る
。
や
は
り
、
そ
の
祓
分
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
多
少
、
引
用
し
て

（
前
略
）
我
も
と
よ
り
無
学
文
盲
の
身
の
か
な
し
く
、
数
十
歳
古
老
の
物
語
に
心
を
留
め
耳
を
韻
と
言
共
、
下
根
下
記
の
愚

鈍
な
れ
ハ
、
聞
書
せ
し
反
古
を
捨
る
に
も
あ
ら
て
一
冊
と
な
す
。
唯
あ
し
た
に
夕
に
其
業
二
恋
慕
し
て
怠
る
心
な
く
執
行
社
肝

要
な
ら
め
。
左
は
い
ヘ
一
日
に
百
篇
の
稽
古
は
執
行
に
あ
ら
す
、
十
日
に
百
篇
は
執
行
な
る
へ
し
。
師
は
贔
贋
の
沙
汰
な
く
実

意
に
教
へ
し
千
人
の
弟
子
は
、
得
難
く
得
安
し
。
壱
人
の
弟
子
は
得
る
事
稀
也
。
世
諺
に
黒
人
仕
立
素
人
稽
古
と
呼
は
い
か
に

そ
や
。
師
た
る
者
の
数
は
万
人
同
し
。
唯
学
ふ
人
の
心
の
油
断
な
り
。
ア
、
師
弟
の
実
意
合
体
し
て
、
旦
暮
油
断
な
き
執
行
は

(22) 

妙
に
至
る
へ
し
。

以
上
が
、
『
花
咲
伝
」
か
ら
は
ニ
―
年
後
の
文
政
一

0
年
(
-
八
二
七
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
狂
言
不
審
紙
』
の
跛
文
の
一
部
で
あ

る
。
こ
こ
で
虎
光
は
「
実
意
」
と
い
う
言
葉
を
二
回
に
わ
た
っ
て
使
用
し
て
い
る
。
「
師
は
贔
贋
の
沙
汰
な
く
実
意
に
教
へ
し
」
と

い
う
件
と
、
「
ア
、
師
弟
の
実
意
合
体
し
て
」
と
述
べ
て
い
る
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
「
師
が
相
手
の
弟
子
に
よ
っ
て
贔
贋

す
る
こ
と
な
く
、
公
平
•
平
等
に
教
え
る
」
こ
と
を
意
味
し
、
後
者
も
「
師
と
弟
子
の
真
剣
な
気
持
が
―
つ
に
な
り
」
と
い
っ
た
ニ

ュ
ア
ン
ス
に
立
ち
な
が
ら
、
と
も
に
「
真
摯
な
心
構
え
に
甚
づ
く
稽
古
の
必
要
性
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
解
釈
し
て
、
そ
う
大
き

み
た
い
。

お
わ
り
に
ー
実
意
を
め
ぐ
っ
て
1
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(
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く
外
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
英
政
が
「
花
咲
偲
』
で
使
用
し
た
文
意
と
同
様
の
意
味
合
い

と
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
管
見
に
入
っ
た
狂
言
伝
書
に
お
け
る
使
用
例
は
、
目
下
の
処
こ
の
二
例
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
今
日
の
狂
言
界
に
も
一
石
を
投
じ
る
べ
き
一
言
と
し
て
、
受
け
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
無
く
、
今
日
は
狂
言
ブ
ー
ム
の
中
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
代
の
茂
山
千
之
丞
は
狂
言
の
能
か
ら

の
独
立
を
す
ら
展
望
し
、
「
お
素
人
の
お
稽
古
ご
と
に
依
存
し
て
い
る
現
在
の
能
は
今
、
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

(23) 

す
。
僕
は
そ
う
い
う
能
と
一
緒
に
野
垂
れ
死
に
は
し
た
く
な
い
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
こ
の
鋭
利
な
一
言
は
今
後
の
能
楽
の

歴
史
と
対
峙
し
続
け
る
発
言
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
帰
趨
は
と
も
あ
れ
少
な
く
と
も
現
在
の
時
点
で
は
、
今
日
の
狂
言
の
隆
盛
の
一
面

を
言
い
当
て
た
言
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
無
い
。
そ
れ
程
ま
で
に
今
日
の
狂
言
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
、
観
客
を
獲
得

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
ブ
ー
ム
と
は
早
晩
、
退
潮
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
免
れ
な
い
。
盛
ん
で
あ
る
時
に
こ
そ
ブ
ー
ム
の
当
事
者
は
、
ブ
ー
ム
を
唯
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
し
め
な
い
た
め
の
不
断
の
努

力
が
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
そ
の
こ
と
が
首
尾
良
く
な
る
か
ど
う
か
は
、
か
か
っ
て
演
者
の
肩
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
首
尾
の
よ
す

が
と
な
る
べ
き
何
か
を
求
め
る
時
、
こ
の
実
意
の
ニ
―
-
E

を
思
い
返
し
て
み
る
余
地
は
無
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

文
化
三
年
か
ら
二

0

0
年
。
温
故
知
新
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
月
並
み
に
過
ぎ
よ
う
が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
「
花
咲
偉
j

を
読
む
ー
近
世
狂
言
へ
の
視
座
ー
」
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
研
究
室
『
演
劇
学
論
叢
」
第
六
号

成
一
五
年
（
二
0
0
三）

―
二
月
。

矢
羽
勝
幸
校
注
「
父
の
終
焉
日
記
・
お
ら
が
春
他
一
篇
」
岩
波
文
庫
―
二
六
頁
。
黄
色
瑞
華
校
注
「
校
注
お
ら
が
春
j

二
三
頁
。

信
濃
教
育
会
編
『
一
茶
全
集
』
第
四
巻
三
九
頁
（
風
間
本
）

・
ニ
三
七
頁
（
梅
鷹
本
）
。

平
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15 
ヽ

(14) 
芸
能
史
研
究
会
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
四
巻

『
対
馬
祭
」
は
『
狂
言
記
拾
遺
』
に
の
み
見
え
る
曲
名
で
あ
り
、
流
派
系
で
は
『
千
鳥
』
。

究
」
第
二
二
五
号

「
関
西
狂
言
の
歴
史
」
『
狂
言
三
人
三
様
茂
山
千
作
の
巻
』
ニ
ニ
七
頁
。

久
蔵
英
政
の
生
年
に
つ
い
て
古
川
久
・
小
林
責
・
荻
原
達
子
編
「
狂
言
辞
典
事
項
縄
』

文
五
年
（
一
七
四
0
)
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
本
人
の
伝
書
中
の
記
述
に
従
っ
た
。

芸
能
史
研
究
会
「
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
三
巻

能
」
二
0
三
頁
。

「
遊
宴
の
場
と
能
楽
ー
東
山
時
宗
寺
院
の
阿
弥
坊
塔
頭
に
お
け
る
催
し
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
芸
能
史
研
究
会
「
芸
能
史
研

前
稿
で
も
触
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
英
政
の
も
う
―
つ
の
伝
書
「
藷
正
録
」
に
拠
れ
ば
、
「
文
化
―
―
一
年
初
秋
、
六
十
歳
」
と
奥
書

に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
逆
算
す
れ
ば
生
年
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
、
稽
古
始
め
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
と
い
う
こ
と

一
年
ず
つ
繰
り
下
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
出
生
・
稽
古
始
め
の
可
能
性
③
を
付
け
加
え
て
も
良
か
っ
た
の
で
あ

「
江
戸
初
期
の
能
狂
言
界
ー
演
能
記
録
よ
り
み
て
—
」
『
能
研
究
と
評
論
』
第
七
号

関
屋
俊
彦
「
茂
山
千
五
郎
家
の
系
譜
ー
八
代
久
蔵
英
政
以
前
ー
」
「
芸
能
史
研
究
」
第
一
四
一
号

関
屋
俊
彦
・
前
掲
゜

注
(
7
)
で
引
い
た
古
川
久
・
小
林
責
・
荻
原
達
子
編
『
狂
言
辞
典
事
項
編
j

没
年
齢
を
八
二
歳
と
す
る
が
、
『
花
咲
偲
」
奥
書
に
拠
れ
ば
七
六
歳
に
な
る
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

(13) 四
月
。

(12) 
11) 
池
田
晃

ろ
う
が
、
煩
瑣
を
避
け
た
。

で、

(10 

平
成
八
年
(
-
九
九
六
）

9
)
 
小
林
英

(8) 

(
7
)
 

(6) 
例
え
ば
、
権
藤
芳

(
5
 
前
掲
『
校
注
お
ら
が
春
』
七
五
頁
。

4
 

1
0
月。

狂
言
」
二
九
一
頁
。

一
六
七
頁
で
は
、
茂
山
家
の
伝
え
に
従
っ
て
英
政
の

昭
和
五
二
年
(
-
九
七
七
）
八
月
。

平
成
一

0
年
(
-
九
九
八
）

一
六
七
頁
で
は
、
茂
山
家
の
伝
え
に
従
い
元
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(23)

茂
山
千
之
丞
「
兄
を
語
る
」
『
狂
言
三
人
三
様

茂
山
千
作
の
巻
』
二
七
二
頁
。

＾ 22 
芸
能
史
研
究
会
・
前
掲
三
七
六
頁
。

2
1
)母
利
美
和
•
前
掲
゜

(20) 

昭
和
六
三
年
(
-
九
八
八
）
。

(19) 
『
わ
ら
ん
べ
草
」
の
引
用
は
日
本
思
想
大
系
『
古
代
中
世
芸
能
論
』
六
六
九
頁
他
。

二
世
茂
山
千
作
「
芸
談

母
利
美
和
「
彦
根
藩
の
能
役
者
に
つ
い
て
」
「
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
j

第
一
号

井
伊
大
老
と
千
五
郎
」
「
能
」
昭
和
二
二
年
(
-
九
四
七
）
六
月
号

(18 

一
三
世
茂
山
千
五
郎
師
の
ご
教
示
を
得
た
。

(17) 
16 
ヽ

関
屋
俊
彦
•
前
掲
゜
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